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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 21,376 106.5 2,182 ― 2,066 ― 1,263 ―

22年3月期第2四半期 10,352 △59.7 △2,726 ― △2,656 ― △1,789 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 17.20 ―

22年3月期第2四半期 △24.36 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 82,441 50,339 61.1 685.36
22年3月期 78,262 50,400 64.4 686.17

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  50,339百万円 22年3月期  50,400百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 3.00 ― 3.00 6.00

23年3月期 ― 4.50

23年3月期 
（予想）

― 5.50 10.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 44,000 73.4 4,000 ― 3,700 ― 2,300 ― 31.31



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  有  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しています。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通しなどの将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等につ
いては、四半期決算短信（添付資料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.４「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 2社 （社名
日本トムソン販売株式会社      
株式会社武芸川製作所

）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q  73,499,875株 22年3月期  73,499,875株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  50,421株 22年3月期  47,994株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q  73,450,748株 22年3月期2Q  73,456,812株
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、アジア地域を中心とする新興国の経済成長を背景

とした外需により、輸出産業を中心に拡大基調でありました。海外では、各国の政策効果や新興国の経済

成長等により、緩やかな回復が続きました。しかし、一方では、急速に進行する円高が国内企業の収益を

圧迫し、世界経済も各国の政策効果が徐々に弱まってくるなど、持続的な景気回復に対する先行き不透明

感は強まりました。 

 このような情勢のもとで、当社グループといたしましては、早期に売上高を回復させ、収益構造の改善

と、さらなる強固な事業基盤の構築を図るための諸施策を推進しました。 

 販売面につきましては、販売政策の柱となる「ユーザーに密着した提案型営業活動」による顧客ニーズ

の具現化に努めました。また、販売体制強化の一環として、平成22年７月１日付けで、販売子会社であり

ます日本トムソン販売株式会社を吸収合併しました。これにより、市販市場と一層密接な関係を構築し、

グループ全体のソリューション提供力を高め、顧客満足度の向上を図りました。 

 生産面につきましては、エレクトロニクス関連機器や工作機械向け受注の回復に対し、供給能力の向上

に努めました。また、生産体制強化の一環として、平成22年７月１日付けで、生産子会社であります株式

会社笠神製作所と株式会社武芸川製作所を吸収合併し、一層の効率的な生産体制の構築を図りました。 

 地域別に市況をみますと、国内市場は、半導体製造装置や電子部品実装機向け等のエレクトロニクス関

連機器、工作機械向け受注が期初より回復しました。中国をはじめとしたアジア地域は、内需の拡大を反

映してインフラ投資向けを中心に需要が好調に推移しました。北米・欧州地域の需要は、緩やかですが増

加基調にあり、エレクトロニクス関連機器、医療機器等の主要業界向けも比較的堅調に推移しました。 

 これらの結果、当第２四半期連結累計期間の連結売上高は、円高によるマイナス影響は受けたものの、

前年同期に比べ2.1倍の21,376百万円となりました。収益面につきましては、増収・増産効果のほか、経

費削減および原価の低減等に注力した結果、営業利益は2,182百万円(前年同期は営業損失2,726百万円)と

なり、経常利益は2,066百万円(前年同期は経常損失2,656百万円)、四半期純利益は1,263百万円(前年同期

は四半期純損失1,789百万円)となりました。 

セグメントについて、当社グループは、針状ころ軸受および直動案内機器等(以下、軸受等)ならびに諸

機械部品の製造・販売を主な単一の事業として運営しているため、記載を省略しております。なお、部門

別売上高では、軸受等は18,570百万円(前年同期比103.7%増)、諸機械部品は2,806百万円(前年同期比

127.1%増)となりました。 

  

 
  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

部門別売上高 （単位 百万円）

区  分

前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間

比 較 増 減（自 平成21年４月１日 （自 平成22年４月１日
至 平成21年９月30日） 至 平成22年９月30日）

金額 比率 金額 比率 金額 伸び率

% % %

軸受等 9,117 88.1 18,570 86.9 9,453 103.7

諸機械部品 1,235 11.9 2,806 13.1 1,570 127.1

売上高合計 10,352 100.0 21,376 100.0 11,023 106.5
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①資産、負債および純資産の状況 

総資産は、前連結会計年度末に比べ4,178百万円増加し82,441百万円となりました。これは主に、現

金及び預金4,523百万円、受取手形及び売掛金3,070百万円等の増加と、製品、仕掛品等のたな卸資産

912百万円、有形固定資産830百万円、投資その他の資産1,904百万円等の減少によるものであります。 

負債合計は、前連結会計年度末に比べ4,240百万円増加し32,101百万円となりました。これは主に、

支払手形及び買掛金3,282百万円、未払法人税等965百万円等の増加によるものであります。 

純資産は、前連結会計年度末に比べ61百万円減少し50,339百万円となりました。これは主に、利益剰

余金1,031百万円の増加と、評価・換算差額等1,091百万円等の減少によるものであります。 

②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ4,525百万円増

加し20,605百万円となりました。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

営業活動により得られたキャッシュ・フローは3,923百万円となりました。これは主に、税金等調整前

四半期純利益1,972百万円、減価償却費1,199百万円、仕入債務の増加額3,379百万円、たな卸資産の減少

額433百万円等による収入と、売上債権の増加額3,154百万円等の支出との差額によるものであります。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動により得られたキャッシュ・フローは941百万円となりました。これは主に、保険積立金の解

約による収入1,261百万円、有形固定資産の取得による支出257百万円等によるものであります。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

財務活動により支出されたキャッシュ・フローは234百万円となりました。これは主に、長期借入れに

よる収入500百万円、長期借入金の返済による支出537百万円、配当金の支払額220百万円等によるもので

あります。 

  

今後の見通しにつきましては、国内においては円高の長期化等による輸出競争力の低下が懸念され、海

外では各国の政策効果が剥落するなど、世界経済全体は当面先行き不透明な状況が続くものと思われま

す。当社グループとしては当第２四半期連結累計期間の業績は当初予想を若干上回りましたが、現時点で

は、平成22年５月17日に公表しました通期の連結業績予想に変更はありません。 

  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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 連結子会社であった日本トムソン販売株式会社、株式会社武芸川製作所は、平成22年７月１日付で

当社に吸収合併されたため、連結の範囲から除外しております。 

  

①簡便な会計処理 

・固定資産の減価償却費の算定方法 

 固定資産の年度中の取得、売却または除却等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予定額を期

間按分する方法によっております。 

 なお、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して

算定する方法によっております。 

・繰延税金資産および繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差

異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績

予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

②特有の会計処理 

・税金費用の計算 

 当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実行税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実行税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

  

①資産除去債務に関する会計基準の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20

年３月31)および「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成

20年３月31日)を適用しております。 

 これによる当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は、軽微であります。 

②企業結合に関する会計基準等の適用 

 当第２四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号 平成20年

12月26日)、「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成20年12月26日)、「『研

究開発費等に係る会計基準』の一部改正」(企業会計基準第23号 平成20年12月26日)、「事業分離等

に関する会計基準」(企業会計基準第7号 平成20年12月26日)、「持分法に関する会計基準」(企業会

計基準第16号 平成20年12月26日公表分)、「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適

用指針」(企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日)を適用しております。 

③表示方法の変更 

 「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成20年12月26日)に基づく「財務諸表

等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成21年３月24日 内閣

府令第５号)の適用により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」

の科目で表示しております。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要(連結の範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 20,683 16,160

受取手形及び売掛金 10,356 7,285

商品及び製品 10,809 12,173

仕掛品 8,768 8,237

原材料及び貯蔵品 5,964 6,044

その他 3,505 3,250

貸倒引当金 △37 △39

流動資産合計 60,050 53,112

固定資産

有形固定資産

機械装置及び運搬具（純額） 6,509 7,118

その他（純額） 8,566 8,787

有形固定資産合計 15,075 15,906

無形固定資産 169 194

投資その他の資産

投資有価証券 5,324 6,142

その他 1,888 3,011

貸倒引当金 △68 △105

投資その他の資産合計 7,144 9,048

固定資産合計 22,390 25,149

資産合計 82,441 78,262

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,478 5,195

短期借入金 149 153

1年内返済予定の長期借入金 1,440 1,195

未払法人税等 1,031 66

役員賞与引当金 40 0

その他 2,692 2,372

流動負債合計 13,832 8,984

固定負債

社債 4,000 4,000

長期借入金 12,429 12,712

退職給付引当金 1,567 1,577

その他 271 587

固定負債合計 18,269 18,877

負債合計 32,101 27,861
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 9,532 9,532

資本剰余金 12,886 12,886

利益剰余金 29,459 28,428

自己株式 △42 △41

株主資本合計 51,835 50,805

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 738 1,230

繰延ヘッジ損益 △2 －

為替換算調整勘定 △2,231 △1,635

評価・換算差額等合計 △1,496 △405

純資産合計 50,339 50,400

負債純資産合計 82,441 78,262
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(2) 四半期連結損益計算書

（第２四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

売上高 10,352 21,376

売上原価 8,799 14,804

売上総利益 1,553 6,571

販売費及び一般管理費 4,280 4,389

営業利益又は営業損失（△） △2,726 2,182

営業外収益

受取利息 8 4

受取配当金 63 49

受取保険金 － 52

助成金収入 149 －

その他 89 62

営業外収益合計 310 168

営業外費用

支払利息 114 136

売上割引 13 27

固定資産除却損 34 13

為替差損 30 97

その他 47 9

営業外費用合計 240 284

経常利益又は経常損失（△） △2,656 2,066

特別損失

投資有価証券評価損 52 63

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 30

特別損失合計 52 93

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△）

△2,709 1,972

法人税等 △920 709

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,263

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,789 1,263
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△2,709 1,972

減価償却費 1,425 1,199

引当金の増減額（△は減少） 15 △5

受取利息及び受取配当金 △72 △54

支払利息 114 136

固定資産除却損 34 13

投資有価証券評価損益（△は益） 52 63

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 30

受取保険金 － △52

売上債権の増減額（△は増加） 1,772 △3,154

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,644 433

仕入債務の増減額（△は減少） △3,944 3,379

未払費用の増減額（△は減少） △640 244

その他 664 △32

小計 △1,641 4,173

利息及び配当金の受取額 72 54

利息の支払額 △123 △138

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 1,182 △166

営業活動によるキャッシュ・フロー △510 3,923

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,844 △257

保険積立金の解約による収入 － 1,261

その他 △55 △62

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,899 941

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △111 25

長期借入れによる収入 2,000 500

長期借入金の返済による支出 △277 △537

社債の発行による収入 2,000 －

配当金の支払額 △221 △220

その他 △1 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,387 △234

現金及び現金同等物に係る換算差額 99 △104

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 77 4,525

現金及び現金同等物の期首残高 12,559 16,079

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 315 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 12,951 20,605
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 該当事項はありません。 

  

  

所在地別セグメント情報 

 
  
海外売上高 

 
  

セグメント情報 
当社グループは、軸受等ならびに諸機械部品の製造・販売事業の単一セグメントであるため、記載を省

略しております。 

  

（追加情報） 
第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号平

成21年３月27日)および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針
第20号 平成20年３月21日)を適用しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報等

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日）

日本 
（百万円）

北米
（百万円）

欧州
（百万円）

その他の
地域 

（百万円）

計
（百万円）

消去または 
全社 

（百万円）

連結
（百万円）

 売上高

 （1） 外部顧客に対する 
     売上高

7,236 1,365 1,338 412 10,352 ― 10,352

 （2） セグメント間の内部 
     売上高または振替高

1,746 2 2 43 1,795 (1,795) ―

計 8,982 1,367 1,341 456 12,148 (1,795) 10,352

 営業利益または営業損失(△) △ 2,484 △ 29 △ 41 1 △ 2,553 (172) △ 2,726

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日）

米州 欧州 アジア他 計

Ⅰ 海外売上高 （百万円） 1,555 1,371 1,484 4,411

Ⅱ 連結売上高 （百万円） ― ― ― 10,352

Ⅲ 連結売上高に占める 
   海外売上高の割合(%)

15.0 13.2 14.4 42.6

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

日本トムソン㈱(6480)平成23年３月期　第２四半期決算短信

9


